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 令和８年 ９月１４日（月） 
石垣市立白保小学校 
TEL： 8６ － ７８４0 
FAX： 8６ － ７３９６ 
 

 

本の中の言葉や登場人物との出会いが、新たな視点や勇気を与えてくれることがあります。子どもたちは、親や教師
の背中を見ています。「本を読みましょう」と言うだけでなく、私たち自身が読書を楽しみ、その価値を語れる存在で
ありたいと思います。大人が本の話を楽しそうにすると、子どもたちは自然と本に興味を持ちます。読書好きな大人の
姿そのものが、読書教育になるのです。読書によって培われる心は、すぐに成果として現れるものではありませんが 
一冊一冊の本との出会いが、子どもたちの内面に確かな根を張り、将来の人生を支える力となります。 
 

  
１０日(木)参観日の早朝 6:40頃から 

６名の５・６年生が家庭科室に集まってやっ 

て来ました。この日のメニューは、 

初めてのパンケーキ（ホットケーキ） 

とスクランブルエッグ、野菜スープ 

でした。いつもはメインの味噌汁作り 

から始めるのですが、この日は同時 

進行で、パンケーキミックスと卵・豆乳を混ぜ合わせ 

た生地づくりと、その後一枚ずつフライパンで焼く行 

程とスクランブルエッグを作る工程が合わさり、時間 

との勝負を迫られました。下級生が来店する７時半に 

間に合わせようと大忙しでした。 

                         

 

パンケーキを１枚ずつ両面を焼くには時間もかかり、初めは 

間に合うかと心配でしたが、スタッフさんの協力もあり、徐々 

にひっくり返すコツを覚えていきました。オープンが少し遅 

くなったものの、下級生たちに朝食を給仕する姿からは、上 

級生らしい余裕が見られるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年恒例になってきた、UTFR（東京大学フロンティアランナーズ）の皆さんとの交流会が、８日（火）の午後、６年生の教室

で行われました。彼らは、大学が身近にない離島やへき地の小中学校を主に訪問し、勉強や普段の学習での悩み、将来に向

けた考え方などを子どもたちと共に親身になって考えてくれる者たちです。それもそのはず、彼らは東大に毎年何十人も合格さ

せる超難関の有名私立進学校の出身ではなく、ごく一般の高校から東大合格を勝ち取った者たちの集まりです。苦手な学習

や過酷な受験勉強など誰にでも共通する様々な苦難をどう乗り越え克服したのか、数々の手法や普段の生活の中での考え方

などを子どもたちに優しく丁寧にアドバイスしてくれました。 出迎え時と授業後は、校長室でも１１人のメンバーに囲まれ緊張

しました。（こんなに多くの東大生と話すのは人生の中でもめったにないことです） 東大生！と聞くと「へぇー！！」と一歩引いて

しまうイメージをもたれる彼らですが、話してみればごく普通の大学生と何ら変わりのないことがわかります。逆にそのようなイ

メージ（例：勉強ばかりしている）をもたれることを払拭したい！という彼らの思いを感じた今回の訪問でした。 

手土産に、昨年の１３５周年で作ったクリアファイル＆缶バッジを一人ずつプレゼントしたところ、とても喜んでくれました。 

ＵＴＦＲは、大学の夏休みと春休みを利用して年２回八重山に来てくれます。次回は２月中旬の訪問を予定しています。 
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授業参観の様子

６年 算数 データの調べ方 

１年 図工 ひかりのくにのなかまたち 

５年 家庭科 手ぬいを生活にいかそう 

２年 国語 夏休み発表会 

３年 社会 工場見学に向けて 

４年 音楽 曲に合った歌い方 ４年 国語 故事成語 

５年 音楽 オーケストラ 

２年 体育 ドッジボールバレー 

３年 算数 あまりのあるわり算 

６年 国語 話し合って考えを深めよう 


